
 

 

 

 

【プレスリリース】 

＜報道関係者各位＞                                2021 年 12 月 21 日 

Indeed Japan 株式会社 

世界 No.1 求人検索エンジン*「Indeed （インディード）」の日本法人である Indeed Japan 株式会社（本社：

東京都港区、代表取締役：大八木 紘之、https://jp.indeed.com/、以下 Indeed）は、企業において直近１年間

で採用実務に従事している方 1,647 名を対象に、「採用担当者の業務実態」に関する調査を行いました。 

アメリカなど欧米の企業では、採用担当者は採用業務のみを専任としていることが多いですが、日本において

は採用担当者の多くが、採用以外の複数の業務を兼務している状況にあることがわかりました。さらに、採用

業務においても、各種調整業務に多くの時間が割かれている状態にありそうです。 

Indeed は「We help people get jobs.」をミッションに掲げ、「1 クリックで就職・転職できる」社会の実現を

目指しています。テクノロジーの力で就職・転職活動をよりシンプル化・透明化し、全ての求職者が自分に合

った仕事を素早くみつけられるとともに、採用担当者も自社にあった人材をより簡単に採用できるような環境

を実現するべく、2021 年 3 月には「Web 面接機能」を、2021 年 10 月には「自動面接予約機能」を導入する

など、プロダクトの改善・改良を進めています。本調査結果も踏まえ、今後も人材採用・求職活動の課題が解

決されるような取組みやサービスの展開を目指してまいります。 

■ 調査結果要約 

1. 【採用担当者の業務実態】 

⚫ 採用・人事業務以外も従事している採用担当者は 72.4%にのぼる。販売・営業や総務などその他部門と

の兼務が多い傾向。 

⚫ 採用に割けている時間は業務全体の 43.4%、採用も含む人事関連業務に割けている時間は 51.0%。特に

従業員 300 名以下の企業では、採用業務に割いている時間が少なく、平均 35.5%のみ。 

⚫ 採用業務の中で、人材採用のために最も重要なのは「面接」。一方で、採用フローの中で「面接」にか

けている時間は採用フロー全体のわずか 16.1%にとどまる。面接を行うまでの各種調整業務に全体の

52.4%の時間がかかっている。 

採用担当者は、採用以外の業務にも携わっている割合が高く、7割以上が採用・人事以外の業務を兼任している

ことがわかりました。採用のみに業務時間を割けないことに加え、採用業務の中で最も重要である「面接」そ

のものにあまり時間がかけられていないことも明らかとなりました。 

2. 【採用担当者の課題/問題意識】 

⚫ 74.9%が、応募者と連絡が取れなくなる『ゴースティング』を経験。 

⚫ 採用業務における課題/問題意識で多かったのは、1 位「求める人物像と異なる人の応募が多い」

(41.9%)、2 位「求人に対する応募が増えない」(40.7％)、次いで 3 位「面接日程・方法の調整にコスト

がかかっている」（21.7%）、4 位「書類選考にコストがかかっている」（19.5%）。 

採用担当者の7割以上が、応募者と連絡が取れなくなった経験（ゴースティング）があることがわかりました。

また採用業務の課題としては、応募に関するものが多く、自社が求める人物からいかに応募してもらうかに頭

を悩ませている採用担当者が多そうです。次いで、面接調整業務や書類選考にコストやリソースがかかってい

るなど、各種調整業務の効率化が課題になっている様子がわかります。 

Indeed が「採用担当者の業務実態」に関する調査を実施 

応募者と連絡がとれなくなる『ゴースティング』経験者は 74.9%にのぼる 

最も重要な「面接」の実施に至るまでにはさまざまな課題が 
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■ 調査結果に対する有識者コメント：株式会社人材研究所 曽和 利光氏 

採用業務において最も重要なプロセスは言うまでもなく面接であり、面接をしない会社はありません。アメリ

カなどではプロのリクルーターという職務が確立されているくらい、面接は専門的スキルが必要でかつ重要な

価値を持つプロセスです。それにもかかわらず、現在の日本の採用担当者が面接に2割にも満たない時間しか使

えていないということは驚きの事実です。 

 

加えて、面接以外の業務にそれだけの時間をかけているのに、ゴースティングが多数発生していることは残念

なことです。私自身やクライアントの採用事例をみていると、ゴースティングが発生する最大の要因は、採用

活動のスピードです。応募者への連絡や採用プロセスの進展が遅くなればなるほど、ゴースティングの割合が

多くなっていきます。面接ができなければ、マッチングも何もありませんので、まずはきちんと面接にきても

らえるように、採用活動を効率化しスピードアップすることが必要です。 

 

採用業務は、広告出稿や求人依頼、応募受付、日程調整、データ管理など、様々な業務があり、どの作業一つ

抜けても採用はできません。しかし、候補者とのコミュニケーション以外の作業にいくら時間を費やしても、

採用におけるマッチングの精度向上にはつながりません。ですから、採用活動の遂行スピードを上げるだけで

なく、面接などのマッチングにリソースを割けなければ、本来はフィットしない「間違った人を効率的に採用

する」ことになってしまいます。欲しい人が必要数集まらない現状においては、経歴や第一印象とは違い、自

社に合う人をみつけ出すためにも、面接にしっかりと時間をかけていくことは大変重要です。 

 

以上から、現在の採用における問題の中心は、面接「以外」の採用活動の効率化と、その分できたリソースを

面接などのコア業務に振り分けられるかにあると思います。さらに、今後も長らく続くと思われる少子化を背

景とした構造的な「売り手市場」においては、面接では企業が応募者を評価するだけでなく、応募者の意向度

を高めていく場としても重要です。ですから、限られた面接時間をWEB面接（録画面接含む）や構造化面接な

どを導入することで効率化し、残った時間は応募者が自社をきちんと理解し入社意欲がわくような情報提供を

する場としても活用していくことも必要です。 

 

【有識者プロフィール】 

曽和 利光（そわ としみつ） 

株式会社 人材研究所代表取締役社長 

愛知県豊田市生まれ、関西育ち。灘高等学校、京都大学教育学部教育

心理学科。リクルート、ライフネット生命などで採用や人事の責任者

を務める。その後、人事コンサルティング会社人材研究所を設立。日

系大手企業から外資系企業、メガベンチャー、老舗企業、中小・スタ

ートアップ、官公庁等、多くの組織に向けて人事や採用についてのコ

ンサルティングや研修、講演、執筆活動を行っている。著書に「人事

と採用のセオリー」「人と組織のマネジメントバイアス」「できる人事

とダメ人事の習慣」「コミュ障のための面接マニュアル」「悪人の作っ

た会社はなぜ伸びるのか？」他。 

  



 

■ 調査結果詳細 

1.【採用担当者の業務実態】 

⚫ 採用・人事業務以外も従事している採用担当者は 72.4%にのぼる。販売・営業や総務などその他部門と

の兼務が多い傾向。 

採用実務担当者に、直近１年間で実務に携わった業務内容を伺いました。その結果、「採用業務」のみに携わっ

たと回答した人は 24.1%にとどまりました。また、採用以外も含め「人事業務」だけに携わったと回答した人

は 27.6％でした。72.4%が「総務」や「労務」などの人事・採用以外の業務を兼務している実態が明らかとな

りました。 

 

⚫ 採用に割けている時間は業務全体の 43.4%、採用も含む人事関連業務に割けている時間は 51.0%。特

に従業員 300 名以下の企業では、採用業務に割いている時間が少なく、平均 35.5%のみ。 

それでは、各業務に割いている業務時間の割合はどうなっているのでしょうか。各業務に自身の全体業務のど

の程度の割合を割いているかを伺ったところ、採用業務に割けている時間は全体業務の 43.4%でした。採用も

含む人事関連業務に割けている時間は 51.0%です。日本の採用担当者は、採用以外のさまざまな業務に従事し

ている実態が明らかとなりました。 

  



 

また、企業規模別で従業員 2~299 名の企業で採用業務に割けている時間は平均 35.5%で、従業員 300 名以上の

企業になると、平均 5 割以上の時間を割けている違いもみられました。 

 

⚫ 採用業務の中で、人材採用のために最も重要なのは「面接」。一方で、採用フローの中で「面接」にか

けている時間はわずか採用フロー全体の 16.1%にとどまる。面接を行うまでの各種調整業務に全体の

52.4%の時間がかかっている。 

それでは、人材採用業務における業務実態はどのようになっているのでしょうか。最初に、人材採用業務フロ

ーの中で最も重要だと思う業務をたずねたところ、1 位は「面接の実施・同席（12.5%）」、2 位は「人材要員計

画・採用計画の立案（10.0%）」でした。 



 

採用担当者が最も重要であると考えている「面接の実施・同席」には、どの程度時間をかけることができてい

るのでしょうか。求職者から応募があって以降、内定を出すまでのフローは何度も繰り返されるフェーズとな

るため、特に、応募以降のフェーズに絞って、かけている業務時間の割合を調査しました。 

その結果、「面接の実施・同席」には、平均 16.1%しか時間をかけられず、面接実施前の各種調整業務に平均

52.4%の時間がかかっていることがわかりました。 

 

2.【採用担当者の課題/問題意識】 

⚫ 74.9%が、応募者と連絡が取れなくなる『ゴースティング』を経験。 

それでは、採用担当者が、採用業務においてかかえる課題にはどのようなものがあるのでしょうか。 

Indeed のアメリカで 2019 年に実施した調査結果からは、採用担当者の 83%が応募者の『ゴースティング』を

経験していることがわかっています。本調査から、日本においては、この『ゴースティング』を経験したこと

のある採用担当者は 74.9%にのぼることがわかりました。 



 

応募者の『ゴースティング』の内容についてみてみると、44.2%が「応募を受け付けた後、応募者へ連絡をした

が、何の返信もなかった」、40.7%が「約束した面接に応募者は来ず、更にその後も連絡はなかった」、33.4%が

「面接の日程調整に入ってから連絡が途絶えた」といった経験の実態がありました。 

 

⚫ 採用業務における課題/問題意識で多かったのは、1 位「求める人物像と異なる人の応募が多い」

(41.9%)、2 位「求人に対する応募が増えない」(40.7％)、次いで 3 位「面接日程・方法の調整にコス

トがかかっている」（21.7%）、4 位「書類選考にコストがかかっている」（19.5%）。 

人材採用業務における課題・問題意識についてたずねました。最も多かった回答は「求める人物像と異なる人

の応募が多い」（41.9%）、続いて「求人に対する応募が増えない」（40.7％）で、ともに 4 割を超え、3 位以下

の約 2 倍の結果となりました。採用業務における課題としては、求職者の応募に関するものが多いことがわか

ります。自社が求める人物からいかに応募してもらうかに頭を悩ませている採用担当者が多そうです。 

次いで、3 位は「面接日程・方法の調整にコスト（時間、人手）などがかかっている」（21.7%）、4 位「書類選

考のコスト（時間、人手）などがかかっている」（19.5%）で 2 割程度が該当しました。求職者の応募に関する

課題の次に、面接調整業務や書類選考にコストやリソースがかかっているなど、各種調整業務の効率化が課題

になっている様子がわかります。 



 

なお、自由回答で、人材採用の業務全般において「変革させたい」と思うことを伺ったところ、以下のような

回答が得られました。採用業務の中で最重要視されている「面接」を、いかに効果的に行えるかという点で、

変革を望む人が目立ちました。 

◆ 「応募要項と異なる条件の方が来ることも多く、面接前に天秤にかけ、面接を効率的にできたらより使え

る時間も多くなる。」（女性／32／東京／会社員（事務系）） 

◆ 「オンライン面接を取り入れることで、面接希望者が会社まで来なくて済み、負担を軽減させたい。ま

た、オンライン面接により、日本全国から応募しやすい状況にしたい。」（男性／33／東京／会社員（その

他）） 

◆ 「要件を満たしていない人の応募は減って欲しい。連絡も無しに面接に来ない非常識な人は排除して欲し

い。そのような人に費やす時間があったら他のことに時間を使いたい。」（女性／49／北海道／会社員（事

務系）） 

 

■ 調査概要 

＜採用担当者の業務実態に関する調査＞ 

• 調査主体：Indeed Japan株式会社 

• 調査対象：ここ一年間で実務を行っている企業の人事・人材採用担当者1,647名 

• 割付方法：実務担当（人材採用のみ／人材採用及びその他の業務）と従業員数（2~299人／300～999人／

1000~4999人／5000人～）をそれぞれ掛け合わせてアンケートを回収。スクリーニングの出現率に基づい

てウエイトバック集計を実施。 

• 調査方法：インターネット調査 

• 調査期間：2021年10月22日～11月2日 

 

Indeed について 

Indeed は、世界で最も多くの求職者に利用されている世界 No.1 求人検索エンジン*です。現在 60 ヵ国以上、28

の言語でサービスを展開し、求職者はパソコンやモバイルで何百万もの求人情報を検索することができます。月

間で 2 億 5 千万以上のユーザーが Indeed を利用**し、求人検索や履歴書の登録、企業の情報検索を行っていま

す。詳細は https://jp.indeed.com/をご覧ください。 

*出典：Comscore 2021 年 3 月総訪問数 

**出典：Google Analytics 2020 年 2 月ユニークビジター数 
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